
「福井県 教育に関する大綱」に基づく新年度の主要施策について 

方針１ ふるさと福井に誇りと愛着を持ち将来の福井を考える人を 
    育てる「ふくい創生教育」の推進 

〔新年度 主要施策〕 

 ○ふるさとの先人１００人の生き方や福井ゆかりの古典を活用した学習 
  の推進 
 ○普通科系高校生の職業観を効果的に育成するため、企業訪問前後の 
  学習を拡充 
 ○地域の人材や企業と連携した提案型の体験学習の実施校を全校に拡大 
  し、地域への参加や学校間の交流を充実 
 ○本県のゆかりのある企業経営者などによる特別授業を実施 
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資料 １－１ 

方針２ 夢や希望を実現する「突破力」を身に付ける教育の推進 

〔新年度 主要施策〕 

 ○円滑な保幼小接続や家庭教育の質の向上に向けた研修を実施 
 ○県内の優れた教材や指導主事訪問により、小・中学校の授業を改善 
 ○進度に応じた中学生の習熟度別授業を拡充 
 ○授業や進学指導に定評のある退職教員を学校現場に配置 
 ○大学入学共通テストに備えた教員研修の実施 
 ○白川文字学を活かした「間違いやすい漢字」教材の開発など漢字教育 
  を拡充 
 

方針３ 社会への参加を進め、高度な専門知識・技能を身に付ける 
    教育の推進 

〔新年度 主要施策〕 

 ○新聞などを活用した時事問題の学習用教材を作成し、討論型の授業に 
  活用 
 ○企業・大学との連携を強化し、実践的な職業教育を充実 
 ○福井フューチャーマイスター制度の就職活動における利用を促進 
 ○地域の農家と連携し、実践的な農業実習を実施 
 ○海洋実習の充実に向け、実習船の更新に着手 
 

方針４ グローバルな社会で活躍するための「使える」外国語教育 
    の推進 

〔新年度 主要施策〕 

 ○小学校外国語教科化の先行実施 
 ○中学校での発展的な授業のための教材を作成 
 ○中高生への外部検定試験の受験料補助を継続するとともに、県主催の 
  英検講座を開催 
 ○新たに中学３年生に対して民間のスピーキングテストを試行 
 

方針５ 福井の教育を支える教員の指導力をさらに向上 

〔新年度 主要施策〕 

 ○教員育成体制の充実と学習支援の強化 
 ○サイエンスラボにおける理科実験の配信を小学校に拡大 
 ○学校運営支援員や部活動指導員の配置拡充や校務支援システムの導 
  入により教員の負担を軽減 
 ○教員の自主研究活動を支援し、指導力の向上を促進 
 ○校長のリーダーシップによる学校マネジメントを推進 
 ○養護教諭、生徒指導主事等への研修を行い、学校現場での生徒理解を 
  徹底 
 ○教育総合研究所に専門の職員を配置し、教育相談体制を充実 
 



「福井県 教育に関する大綱」に基づく新年度の主要施策について 

方針７ 児童・生徒数の減少や社会の変化に対応した学校・学科の 
    整備 

〔新年度 主要施策〕 

 ○丹南地区において統合再編する高校ごとに準備委員会を設置し、地元 
  関係者と協議 
 ○多様な教材の活用や板書の効率化による授業改善を進めるため、県立 
  高校にプロジェクター等を整備 
 ○双方向型の遠隔授業・研修システムの各学校における活用を拡大 
 ○学校施設の長寿命化を進めるため、計画的な大規模改修工事を実施 
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方針８ 生涯にわたる学びを地域活動につなげる仕組みづくりの 
    推進 

〔新年度 主要施策〕 

 ○公民館を中心として社会教育団体の連携を強化 
 ○ＰＴＡと連携し、保護者向けパンフレットの作成や家庭教育研修を実 
  施 
 ○教科書や学力調査の問題など保護者が子どもの学習内容に触れる機会 
  を拡大 
 

方針９ 地域への愛着を深める芸術・文化活動や創作活動の充実 

〔新年度 主要施策〕 

 ○吹奏楽部の楽器購入や中高合同練習を支援 
 ○学校の授業等における日本画製作の体験を実施 
 ○書道専門家による児童等の書写技能と教員の指導技術の指導を実施 
 ○国指定等に向け地域づくりの核となる文化財の調査を推進 
 

方針10 「福井しあわせ元気国体」の優勝を目指した競技力向上と 
    国体の成果を活かした県民スポーツの振興 

〔新年度 主要施策〕 

 ○福井国体における総合優勝実現のため、有力選手の確保やスーパーア 
  ドバイザー・トレーナーの派遣拡充などにより、競技力をさらに向上 
 ○日本人初の９秒台が誕生した県営陸上競技場に愛称をつけるとともに 
  統一デザインへ改修 
 ○東京オリンピック事前キャンプの誘致を市町と協力して推進 
 ○本県が中心開催となる全国高校総体に向け準備委員会を設置 
 

方針６ 安全・安心でみんなが楽しく学ぶ学校づくりの推進 

〔新年度 主要施策〕 

 ○スクールカウンセラーを１０名、スクールソーシャルワーカーを３名 
  増員し、学校に対する支援を強化 
 ○小・中学校ともにインターネット利用のルールを毎年検証し、見直し 
 ○高校における通級指導を開始するとともに、小・中学校における通級 
  指導担当教員を増員 
 ○小中学校における個別支援計画の策定を促進し、発達障害児等への支 
  援を拡充 
 ○特別支援学校における就労支援体制を拡充し、自立と社会参加を促進 
 ○生産者との交流や本県の特産品を使用した給食による食育の推進 
 


